
2025年度 第52回情報通信学会大会プログラム

日時：2025年7月5日（土）12：00～14：30、7月6日（日）10：00～15：25

会場：長崎大学片淵キャンパス

主催：公益財団法人情報通信学会　共催：国立大学法人長崎大学　協賛：情報通信月間推進協議会

〇1日目：7月5日（土）研究会報告・総会・懇親会 〇2日目：7月6日（日）個人研究発表・総務省による特別報告
受付：11:30開始（本館1階分館前ピロティ付近） 受付：9:30開始（本館1階分館前ピロティ付近）

＊水色の欄は個人研究発表アーリーバードの部（学生発表）となります。

内　容 会　場

12：00～
 13：30

研究会報告 本館12・21・22講義室，
新館201講義室

13：50～
 14：30

総会 本館12講義室 会場１ Aグループ（本館12講義室） 会場２　Bグループ（本館21講義室） 会場３　Cグループ（本館22講義室） 会場４　Dグループ（新館101講義室） 会場5　Eグループ（新館201講義室）

15：00～
 17：50

第52回国際
コミュニケーション・フォーラム

新館101講義室 司会者 庄司昌彦（武蔵大学） 高口鉄平（静岡大学） 実積寿也（中央大学） 村上陽亮（KDDI総合研究所） 山條朋子（KDDI総合研究所）

18：00～
 20：00

懇親会 長崎大学生協経済店2階 EUにおける産業データの開放と日本法への示唆 偽誤情報と陰謀論の交錯
― 2024年トランプ銃撃事件を事例に ―

AIガバナンスと産業政策
―リスクと制度デザインに関する一考察―

通信社の持続可能性に関する考察
～ヨーロッパの事例を中心に～

❑研究会報告
石川智也（一橋大学大学院生） 小川凜（明治大学大学院生） 実積寿也（中央大学） 岡本洋太郎（東洋大学）

討論者：新保史生（慶應義塾大学） 討論者：木村幹夫（日本民間放送連盟） 討論者：工藤郁子（大阪大学） 討論者：藤谷健（国際基督教大学）

SNS上のエンゲージメントが訂正情報の拡散意欲
に与える影響

メタバースにおけるユーザー生成コンテンツの相互作用
～多層のNetwork Effectによる成長メカニズム～

AIエージェントが大学生の研究と就活に果たす
貢献と課題

高齢者の中でSNSを多く利用する人の特性

人間の認知的脆弱性を踏まえたデジタル規制政策に関す
る考察
―EUのシステミックリスクに対する制度設計を事例とし
て―

陳晗、廉志顕、藤井美里（立命館大学大学院生）王凱儀
（日本大学） 國武悠人（慶應義塾大学大学院） 植田康孝（江戸川大学）

水野一成、近藤勢津子（株式会社NTTドコモ モバイル社
会研究所） 齋藤長行（仙台大学）

討論者：山口真一（国際大学GLOCOM) 討論者：高口鉄平（静岡大学） 討論者：河又貴洋（長崎県立大学）
討論者：上松恵理子
　　　　（新潟リハビリテーション大学） 討論者：小向太郎（中央大学）

ショート動画における「科目三」の表現と拡散
―中国国内版と海外版の比較研究―

個人情報提供への抵抗感は提供先によって差があるのか
The legal implications of AI transparency; When
content and data traceability measures meet human
rights law

故人復活アバターの受容動機となる死生観の発話分析 諸外国における5G用ミリ波の割当てと利用の動向

魏婷（日本大学大学院生）
杉山拓海（中央大学大学院生）
中村彰宏（中央大学）高口鉄平（静岡大学）
田中絵麻（明治大学）

Letron William（DCS, Nantes University）
林美香（神戸大学）

相澤巧人（慶應義塾大学SFC研究所）畠山記美江（慶應
義塾大学）新保史生（慶應義塾大学） 山條朋子（KDDI総合研究所）

討論者：華金玲（慶應義塾大学） 討論者：大磯一（慶應義塾大学SFC研究所） 討論者：実積寿也（中央大学） 討論者：中川裕志
　（理化学研究所・革新知能統合研究センター）

討論者：飯塚留美
　　　　（マルチメディア振興センター）

総務省による特別報告（12：25～13：25）

テーマ：令和６年通信利用動向調査の結果（仮）
講演者：総務省 情報流通行政局 情報通信政策課
　　　　情報通信経済室 課長補佐　岩崎 未希子

デジタル化社会の実現と国家体制
ーマイナンバーカードと身分証を事例として

独立テレビ局における災害報道の体制強化
～迅速かつ信頼ある情報入手経路の構築にむけて～

AI・データ活用が労働生産性に及ぼす影響：卸売業と
道路貨物運送業のミクロデータによる実証分析

開発途上国のインターネットアクセスに対する新興技術
の影響分析
―　スターリンクの効用評価：機会とリスク　―

インターネット依存傾向とネットいじめの加害・被害に
関する予備調査の報告
-全国の大学生世代への調査結果から-

華金玲（慶應義塾大学） 大杉成聖（びわ湖放送株式会社）
鷲尾哲（情報通信総合研究所）
篠﨑彰彦、藤井秀道（九州大学） 内藤智之（神戸情報大学院大学）

田代光輝、富田拓郎（中央大学）大宮宗一郎
（上越教育大学）菊地創（愛知県立大学）

討論者：庄司昌彦（武蔵大学） 討論者：橋本純次（社会構想大学院大学） 討論者：川上淳之（東洋大学） 討論者：宮崎久美子（東京科学大学） 討論者：齋藤長行（仙台大学）

「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」
の改定要因

民放地方テレビ局による事業の拡張を踏まえた「放送の
地域性」の測定方法：新卒採用特設ページの質的分析を
端緒として

What are Large Language models being used for?
The role of Japanese scientific publications

長崎の観光情報発信における言語間比較に関する試み
―観光ウェブサイトを中心に

ナッジを活用した啓発看板の介入効果及び手法に関する
考察
―タクシー駐停車マナー改善施策を事例として―

本田正美（関東学院大学） 橋本純次（社会構想大学院大学） Santiago Ruiz Navas（立命館アジア太平洋大学） 賈曦（長崎県立大学） 三原康弘（京都光華女子大学短期大学部）

討論者：中野邦彦（武庫川女子大学） 討論者：三友仁志（早稲田大学） 討論者：城所岩生（国際大学GLOCOM） 討論者：上村圭介（大東文化大学） 討論者：田代光輝（中央大学）

自治体システム標準化の政策形成・実施過程の評価 地上放送の効率性に関する実証分析 著作権法は生成AI時代に対応できるのか
―模索する米国から何を学ぶか―

Innovation in IoT-based Smart Farming in Vietnam
and the Strategies of Business Ventures

庄司昌彦（武蔵大学） 森由美子（東海大学） 城所岩生（国際大学GLOCOM）
宮崎久美子（東京科学大学）
Thai Minh Long（EVERSANA）

討論者：鈴木茂樹
　　　（株式会社横須賀リサーチパーク（YRP）） 討論者：脇浜紀子（京都産業大学） 討論者：橘雄介（福岡工業大学） 討論者：山崎将太（情報通信総合研究所）

　　　　

個　人　研　究　発　表

13：30～
14：05

14：50～
15：25

10：00～
10：35

10：40～
11：15

11：20～
11：55

14：10～
14：45

　教室解放中

インターネット政治研究会（会場：本館12講義室）

テーマ『2024年選挙:“SNS選挙元年”の日本・“AI選挙元年”のアメリカ』
報告１「ニュースレパートリーと偽・誤情報の接触・
　　　　識別・拡散行動：2024年衆院選調査データによる検証」
報告者　小笠原盛浩（東洋大学）
報告２「アメリカの選挙キャンペーンにおける生成AIの
　　　　悪用をめぐる規制動向：2024年大統領選挙を中心に」
報告者　清原聖子（明治大学）
司会・討論者　前嶋和弘（上智大学）

コンテンツビジネス研究会（会場：本館21講義室）

テーマ　『九州ローカル放送局のコンテンツビジネス』
報告１「KBCのIPコンテンツとデジタル戦略」
報告者　水口剛（九州朝日放送総合編成局）
報告２「ローカル局の挑戦と進化～NIBのコンテンツビジネスと地方創生～」
報告者　溝口貴史、島川侑樹（長崎国際テレビ総合企画室）
討論者　浅利光昭（メディア開発綜研）
司会者　大場吾郎（佛教大学）

放送制度研究会（会場：本館22講義室）

テーマ　「放送制度の変容とデジタル動画配信サービス」

報告者　　　　華金玲（慶應義塾大学 訪問講師（招聘））

　　　　　　　劉佳　（中国四川省内江師範学院 新聞学院副委員長 専任講師）

モデレーター　米谷南海　（マルチメディア振興センター　上級研究員）

モバイルコミュニケーション研究会（会場：新館201講義室）

報告１「巨大イベントとモバイルメディア利用 ─2025大阪・関西万博の現状と課題について」

報告者　岡田朋之（関西大学）
報告２「AI時代の教育における非認知能力育成の動向」
報告者　上松恵理子（新潟リハビリテーション大学）

討論者　金暻和（韓国メディア人類学者・ネクストリテラシー研究所長）
司会者　富田英典（関西大学）

※研究会報告詳細及び個人研究発表の報告要旨はホームページにて公開しています。

※最新の情報はホームページをご確認ください。また、プログラムは一部変更することがございますので、あらかじめご了承ください。


